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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正面視で、主体を含み、前記主体の中には上方に開口した第一チャンバが設置され、前
記第一チャンバの中には振動機構が設置され、前記振動機構は選別篩を含み、前記選別篩
は内装ゴミから沈泥と細かい粉塵ゴミを選別でき、前記第一チャンバの右側には第二チャ
ンバが設置され、前記第二チャンバが前記第一チャンバと連通でき、前記第二チャンバの
中には砕き機構が設置され、前記砕き機構は前記振動機構によって選別された大型ゴミを
砕くことができ、前記第一チャンバの下側には第三チャンバが設置され、前記第三チャン
バと前記第一チャンバとが連通するように設置され、前記第三チャンバと前記第二チャン
バとが連通するように設置され、前記第三チャンバの中には磁気選別機構が設置され、前
記磁気選別機構は砕かれたゴミに磁気選別処理を行え、ゴミの中から磁性金属を選別でき
、
　右側には第四チャンバが設置され、前記第四チャンバの中には調節機構が設置され、前
記調節機構は前記磁気選別機構と前記砕き機構とを制御して調節でき、前記第三チャンバ
の下側には第五チャンバが設置され、前記第五チャンバと前記第三チャンバとが連通でき
、前記第五チャンバの右側には第六チャンバが設置され、前記第六チャンバが前記第五チ
ャンバと連通でき、前記第六チャンバの中には収集機構が設置され、前記収集機構は前記
振動機構によってろ過された沈泥と粉塵ゴミとを加湿して貯蔵することができ、また前記
砕き機構によって砕かれた後に生じた細かいゴミも加湿して貯蔵し、前記第五チャンバの
下側には第七チャンバが設置され、前記第五チャンバと前記第七チャンバとが連通するよ
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うに設置され、前記第七チャンバの中には圧力かけ機構が設置され、前記圧力かけ機構は
残ったゴミを塊状に押し出すことができ、収集することに便利を与えることができ、
　前記振動機構は前記選別篩を含み、前記選別篩の中には篩孔が設置され、前記第一チャ
ンバの左側には第八チャンバが設置され、前記第八チャンバと前記第一チャンバとが連通
するように設置され、前記第八チャンバの内壁には第一スライダが上下にスライドできる
ように設置され、前記第一チャンバの右壁には第二スライダが上下にスライドするように
設置され、前記第一チャンバの後壁には第一水管が連結され、前記第一水管と外部の水源
とが連通しており、前記第一水管が前記第二スライダの下側に位置しており、前記第一水
管の左側面にはノズルが固定的に連結され、前記選別篩が前記第二スライダと前記第一ス
ライダと連結され、前記第一スライダの底面と前記第八チャンバの底壁との間にはばねが
装着され、前記第八チャンバの左側には第九チャンバが設置され、前記第九チャンバの左
壁には第一モーターが固定的に連結され、前記第一モーターの右側には第一モーター軸が
動力が伝達できるように設置され、前記第一モーター軸の右方へ伸びている部分が前記第
九チャンバの右側内壁を貫通しており、且つ前記第八チャンバの中に伸びており、また前
記第一モーター軸の右方へ伸びている部分の右側面には回転盤が固定的に連結されており
、
　前記砕き機構は前記第二チャンバの後壁に回転できるように設置された二つの第一回転
軸を含み、二つの前記第一回転軸が左右対称的に設置され、前記第一回転軸の外周にはい
ずれも砕き輪が固定的に連結され、前記砕き輪の外周にはいずれも均等的に配列されてい
る六つの砕きカッターが固定的に連結され、前記第二チャンバの後側には第十チャンバが
設置され、二つの前記第一回転軸が後方へ延びている部分が前記第二チャンバの後壁を貫
通しており、且つ前記第十チャンバの中に伸び、またが後方へ延びている部分の後側面に
はいずれも第一ベルトプーリが固定的に連結され、二つの前記第一ベルトプーリの間には
第一ベルトが装着されており、
　前記磁気選別機構は前記第三チャンバの後壁に回転できるように設置された第二回転軸
を含み、前記第二回転軸の外周にはトライアングルが固定的に連結され、前記トライアン
グルの底面には対称的に設置された三つの磁石が固定的に連結され、前記第二回転軸の後
方へ延びている部分が前記第三チャンバの後壁を貫通しており、且つ前記第十チャンバの
中に伸び、前記第三チャンバの後壁の中には案内スライド溝が形成されており、前記案内
スライド溝と前記第十チャンバとが連通するように設置され、前記案内スライド溝の中に
はスライドできるスライド板が左右にスライドできるように設置され、前記スライド板が
前記第三チャンバと前記第五チャンバとを連結して又は閉鎖することができ、
　前記圧力かけ機構は前記第七チャンバの前後壁に左右にスライドできるように設置され
た第三スライダを含み、前記第三スライダの左側面には第一ロッドが固定的に連結され、
前記第七チャンバと前記第九チャンバとの間には第三回転軸が回転できるように設置され
、前記第三回転軸が上下に伸びるように設置され、前記第三回転軸の下方へ延びている部
分が前記第七チャンバの中に伸び、また前記第三回転軸の下方へ延びている部分の底面に
は回転盤が固定的に連結され、前記回転盤には第二ロッドがヒンジで連結され、前記第二
ロッドと前記第一ロッドとが互いにヒンジで連結され、前記第九チャンバの左壁には第四
回転軸が回転できるように設置され、前記第四回転軸の外周には第一ベベルギヤが固定的
に連結され、前記第三回転軸の上方へ延びている部分が前記第九チャンバの中に伸び、ま
た前記第三回転軸の上方へ延びている部分の頂面には第二ベベルギヤが固定的に連結され
、前記第二ベベルギヤと前記第一ベベルギヤとが噛み合っており、前記第四回転軸の外周
には第二ベルトプーリが固定的に連結され、前記第二ベルトプーリが前記第一ベベルギヤ
の右側に位置しており、前記第九チャンバの中に位置している前記第一モーター軸の外周
には第三ベルトプーリが固定的に連結され、前記第三ベルトプーリと前記第二ベルトプー
リとの間には第二ベルトが装着されており、
　前記収集機構は前記第六チャンバの後壁に回転できるように設置された平板を含み、前
記平板が前記第六チャンバと前記第五チャンバとを連通して又は閉鎖することができ、前
記第六チャンバの後壁には第五回転軸が回転できるように設置され、前記第五回転軸の外
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周には回転柱が固定的に連結され、前記回転柱の外周には均等的に配列されている六つの
軽量撹拌羽根が固定的に連結され、前記第六チャンバの右側には第二水管が連通しており
、前記第二水管と外部の水源とが連通しており、前記第四回転軸の右方へ延びている部分
が前記第九チャンバの右側内壁を貫通しており、且つ前記第五チャンバの中に伸び、また
前記第四回転軸の右方へ延びている部分の右側面にはファンが固定的に連結されており、
　前記調節機構は前記第四チャンバの右側内壁の中に回転できるように設置されたねじ山
付きスリーブを含み、前記ねじ山付きスリーブが前記主体の外部まで延びており、また前
記ねじ山付きスリーブの右側面にはハンドホイールが固定的に連結され、前記第四チャン
バの左側には第十一チャンバが設置され、前記第十一チャンバと前記第四チャンバとが連
通するように設置され、前記ねじ山付きスリーブの左方へ延びている部分が前記第四チャ
ンバを貫通しており、且つ前記第十一チャンバの中に伸びており、前記ねじ山付きスリー
ブが前記第十一チャンバの内壁に回転できるように設置され、前記第十一チャンバの内壁
には閉鎖ブロックが左右にスライドできるように設置され、前記閉鎖ブロックが前記第一
チャンバと前記第二チャンバとを連通して又は閉鎖することができ、前記閉鎖ブロックの
右側面には第一スクリューが固定的に連結され、前記第一スクリューと前記ねじ山付きス
リーブとがネジ山によって協働でき、前記第四チャンバの中に位置している前記ねじ山付
きスリーブの外周には第三ベベルギヤが固定的に連結され、前記第四チャンバの下側には
第十二チャンバが設置され、前記第十二チャンバと前記第十チャンバとが連通するように
設置され、前記第十二チャンバと前記第四チャンバとの間の内壁には第六回転軸が回転で
きるように設置され、前記第六回転軸が上下に伸びるように設置され、前記第六回転軸の
上方へ延びている部分が前記第四チャンバの中に伸びており、また前記第六回転軸の上方
へ延びている部分の頂面には第四ベベルギヤが固定的に連結され、前記第四ベベルギヤと
前記第三ベベルギヤとが噛み合っており、
　前記第六回転軸の下方へ延びている部分が前記第十二チャンバの中に伸びており、且つ
前記第十二チャンバの底壁と回転できるように連結され、前記第十二チャンバの右壁には
固定板がスライドできるように設置され、前記固定板と前記第六回転軸とがネジ山によっ
て協働でき、前記固定板の左側面には第二モーターが固定的に連結され、前記第二モータ
ーの後側面には第二モーター軸が動力が伝達できるように連結され、前記第二モーター軸
が前記第十チャンバの中に伸びており、また前記第二モーター軸の後側面には第一ギヤが
固定的に連結され、前記第十チャンバの後壁には第七回転軸が回転できるように設置され
、前記第七回転軸の外周には第二ギヤが固定的に連結され、前記第二ギヤと前記第一ギヤ
とが噛み合うことができ、前記スライド板の頂部壁にはラックが固定的に連結され、前記
スライド板の頂部壁に固定的に連結されたラックと前記第二ギヤとが噛み合っており、前
記第十チャンバの後壁には第八回転軸が回転できるように設置され、前記第八回転軸が前
記第七回転軸の上側に位置しており、前記第八回転軸の外周には第三ギヤが固定的に連結
され、前記第三ギヤと前記第一ギヤとが噛み合うことができ、前記第八回転軸と、前記第
二回転軸と、左側に位置している第一回転軸との間は第三ベルトが互いに装着されており
、
　使用の時、前記第一モーターを始動し、前記第一モーター軸を回転させることができ、
それによって前記回転盤が回転し、更に前記第一スライダを上下に振動させることができ
、それによって前記選別篩が上下に振動し、前記第一モーター軸が回転して前記第二ベル
トを伝動させ、前記第四回転軸を回転させ、それによって前記ファンが回転し、ファンに
よって前記平板を開け、前記第二水管の中に水を注ぎ、前記第二モーターを始動し、前記
スライド板を右方へ移動させて開け、この時に前記第一チャンバの中にゴミを入れ、ゴミ
は前記選別篩の振動によって沈泥と細かいゴミとを選別し、こういうゴミは前記ファンに
よって前記第六チャンバの中に吹き込まれ、前記軽量撹拌羽根と水との撹拌作用の下で、
ゴミを前記第六チャンバの中に収集されることができ、この時に前記第二モーターを逆方
向に回転させて前記スライド板を閉めてから前記ハンドホイールを回して前記ねじ山付き
スリーブを回転連動させ、前記閉鎖ブロックを開けることができ、ほかのゴミは前記第二
チャンバの中に落ち、前記ねじ山付きスリーブが回転して前記第六回転軸を回転させ、更
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に前記固定板を上方へスライドさせることができ、それによって前記第二モーターが上方
へ移動し、前記第一ギヤと前記第三ギヤとが噛み合い、それによって前記第二回転軸と二
つの前記第一回転軸とが回転し、前記第一回転軸が砕かれるゴミを回転させ、前記第二回
転軸が磁気選別できるゴミを回転させ、完成した後に前記ハンドホイールを逆方向に回し
、前記第一ギヤと前記第二ギヤとを噛み合わせ、また前記第二モーターを正方向に回転さ
せ、前記スライド板が開けられ、ゴミは前記第七チャンバの中に落ち、前記第四回転軸が
回転して前記第三回転軸を回転させることができ、更に前記第三スライダを左右にスライ
ドさせることができ、それによってゴミを塊状に押しだすことができることを特徴とする
内装ゴミの分別と回収と総合利用環境保護装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はゴミ分別技術分野に関わり、具体的には内装ゴミの分別と回収と総合利用環境
保護装置である。
【背景技術】
【０００２】
　現在、都市の発展が速くなり、多くの住宅地と新たなビルは出現し、これは所要の内装
材料が多くなるということを示し、内装過程に生じたゴミも絶えずに増え、このゴミは集
められて収集処理を行い、しかし異なる種類のゴミを分別する良い方法はまだなく、また
不法分子も現れ、直接内装ゴミを随所に捨て、現段階にはゴミ分別の意識は次第に重視さ
れ、従って一体式の連動装置を開発する必要があり、内装過程に生じたゴミを分別又は回
収でき、内装ゴミから異なる種類のゴミを分類して異なる収集を行い、そうしたら効率的
に資源の浪費を減少でき、分別収集されたゴミを改めて総合利用できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０２３１９６７５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は内装ゴミの分別と回収と総合利用環境保護装置を提供し、既存技術にある上記
の欠点を解消することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施例の内装ゴミの分別と回収と総合利用環境保護装置は、主体を含み、前記
主体の中には上方に開口した第一チャンバが設置され、前記第一チャンバの中には振動機
構が設置され、前記振動機構は選別篩を含み、前記選別篩は内装ゴミから沈泥と細かい粉
塵ゴミを選別でき、前記第一チャンバの右側には第二チャンバが設置され、前記第二チャ
ンバが前記第一チャンバと連通でき、前記第二チャンバの中には砕き機構が設置され、前
記砕き機構は前記振動機構によって選別された大型ゴミを砕くことができ、前記第一チャ
ンバの下側には第三チャンバが設置され、前記第三チャンバと前記第一チャンバとが連通
するように設置され、前記第三チャンバと前記第二チャンバとが連通するように設置され
、前記第三チャンバの中には磁気選別機構が設置され、前記磁気選別機構は砕かれたゴミ
に磁気選別処理を行え、ゴミの中から磁性金属を選別でき、前記第二チャンバの右側には
第四チャンバが設置され、前記第四チャンバの中には調節機構が設置され、前記調節機構
は前記磁気選別機構と前記砕き機構とを制御して調節でき、前記第三チャンバの下側には
第五チャンバが設置され、前記第五チャンバと前記第三チャンバとが連通でき、前記第五
チャンバの右側には第六チャンバが設置され、前記第六チャンバが前記第五チャンバと連
通でき、前記第六チャンバの中には収集機構が設置され、前記収集機構は前記振動機構に
よってろ過された沈泥と粉塵ゴミとを加湿して貯蔵することができ、また前記砕き機構に
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よって砕かれた後に生じた細かいゴミも加湿して貯蔵し、前記第五チャンバの下側には第
七チャンバが設置され、前記第五チャンバと前記第七チャンバとが連通するように設置さ
れ、前記第七チャンバの中には圧力かけ機構が設置され、前記圧力かけ機構は残ったゴミ
を塊状に押し出すことができ、収集することに便利を与える。
【０００６】
　さらなる技術プランには、前記振動機構は前記選別篩を含み、前記選別篩の中には篩孔
が設置され、前記第一チャンバの左側には第八チャンバが設置され、前記第八チャンバと
前記第一チャンバとが連通するように設置され、前記第八チャンバの内壁には第一スライ
ダが上下にスライドできるように設置され、前記第一チャンバの右壁には第二スライダが
上下にスライドするように設置され、前記第一チャンバの後壁には第一水管が連結され、
前記第一水管と外部の水源とが連通しており、前記第一水管が前記第二スライダの下側に
位置しており、前記第一水管の左側面にはノズルが固定的に連結され、前記選別篩が前記
第二スライダと前記第一スライダと連結され、前記第一スライダの底面と前記第八チャン
バの底壁との間にはばねが装着され、前記第八チャンバの左側には第九チャンバが設置さ
れ、前記第九チャンバの左壁には第一モーターが固定的に連結され、前記第一モーターの
右側には第一モーター軸が動力が伝達できるように設置され、前記第一モーター軸の右方
へ伸びている部分が前記第九チャンバの右側内壁を貫通しており、且つ前記第八チャンバ
の中に伸びており、また前記第一モーター軸の右方へ伸びている部分の右側面には回転盤
が固定的に連結されている。
【０００７】
　さらなる技術プランには、前記砕き機構は前記第二チャンバの後壁に回転できるように
設置された二つの第一回転軸を含み、二つの前記第一回転軸が左右対称的に設置され、前
記第一回転軸の外周にはいずれも砕き輪が固定的に連結され、前記砕き輪の外周にはいず
れも均等的に配列されている六つの砕きカッターが固定的に連結され、前記第二チャンバ
の後側には第十チャンバが設置され、二つの前記第一回転軸が後方へ延びている部分が前
記第二チャンバの後壁を貫通しており、且つ前記第十チャンバの中に伸び、またが後方へ
延びている部分の後側面にはいずれも第一ベルトプーリが固定的に連結され、二つの前記
第一ベルトプーリの間には第一ベルトが装着されている。
【０００８】
　さらなる技術プランには、前記磁気選別機構は前記第三チャンバの後壁に回転できるよ
うに設置された第二回転軸を含み、前記第二回転軸の外周にはトライアングルが固定的に
連結され、前記トライアングルの底面には対称的に設置された三つの磁石が固定的に連結
され、前記第二回転軸の後方へ延びている部分が前記第三チャンバの後壁を貫通しており
、且つ前記第十チャンバの中に伸び、前記第三チャンバの後壁の中には案内スライド溝が
形成されており、前記案内スライド溝と前記第十チャンバとが連通するように設置され、
前記案内スライド溝の中にはスライドできるスライド板が左右にスライドできるように設
置され、前記スライド板が前記第三チャンバと前記第五チャンバとを連結して又は閉鎖す
ることができる。
【０００９】
　さらなる技術プランには、前記圧力かけ機構は前記第七チャンバの前後壁に左右にスラ
イドできるように設置された第三スライダを含み、前記第三スライダの左側面には第一ロ
ッドが固定的に連結され、前記第七チャンバと前記第九チャンバとの間には第三回転軸が
回転できるように設置され、前記第三回転軸が上下に伸びるように設置され、前記第三回
転軸の下方へ延びている部分が前記第七チャンバの中に伸び、また前記第三回転軸の下方
へ延びている部分の底面には回転盤が固定的に連結され、前記回転盤には第二ロッドがヒ
ンジで連結され、前記第二ロッドと前記第一ロッドとが互いにヒンジで連結され、前記第
九チャンバの左壁には第四回転軸が回転できるように設置され、前記第四回転軸の外周に
は第一ベベルギヤが固定的に連結され、前記第三回転軸の上方へ延びている部分が前記第
九チャンバの中に伸び、また前記第三回転軸の上方へ延びている部分の頂面には第二ベベ
ルギヤが固定的に連結され、前記第二ベベルギヤと前記第一ベベルギヤとが噛み合ってお
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り、前記第四回転軸の外周には第二ベルトプーリが固定的に連結され、前記第二ベルトプ
ーリが前記第一ベベルギヤの右側に位置しており、前記第九チャンバの中に位置している
前記第一モーター軸の外周には第三ベルトプーリが固定的に連結され、前記第三ベルトプ
ーリと前記第二ベルトプーリとの間には第二ベルトが装着されている。
【００１０】
　さらなる技術プランには、前記収集機構は前記第六チャンバの後壁に回転できるように
設置された平板を含み、前記平板が前記第六チャンバと前記第五チャンバとを連通して又
は閉鎖することができ、前記第六チャンバの後壁には第五回転軸が回転できるように設置
され、前記第五回転軸の外周には回転柱が固定的に連結され、前記回転柱の外周には均等
的に配列されている六つの軽量撹拌羽根が固定的に連結され、前記第六チャンバの右側に
は第二水管が連通しており、前記第二水管と外部の水源とが連通しており、前記第四回転
軸の右方へ延びている部分が前記第九チャンバの右側内壁を貫通しており、且つ前記第五
チャンバの中に伸び、また前記第四回転軸の右方へ延びている部分の右側面にはファンが
固定的に連結されている。
【００１１】
　さらなる技術プランには、前記調節機構は前記第四チャンバの右側内壁の中に回転でき
るように設置されたねじ山付きスリーブを含み、前記ねじ山付きスリーブが前記主体の外
部まで延びており、また前記ねじ山付きスリーブの右側面にはハンドホイールが固定的に
連結され、前記第四チャンバの左側には第十一チャンバが設置され、前記第十一チャンバ
と前記第四チャンバとが連通するように設置され、前記ねじ山付きスリーブの左方へ延び
ている部分が前記第四チャンバを貫通しており、且つ前記第十一チャンバの中に伸びてお
り、前記ねじ山付きスリーブが前記第十一チャンバの内壁に回転できるように設置され、
前記第十一チャンバの内壁には閉鎖ブロックが左右にスライドできるように設置され、前
記閉鎖ブロックが前記第一チャンバと前記第二チャンバとを連通して又は閉鎖することが
でき、前記閉鎖ブロックの右側面には第一スクリューが固定的に連結され、前記第一スク
リューと前記ねじ山付きスリーブとがネジ山によって協働でき、前記第四チャンバの中に
位置している前記ねじ山付きスリーブの外周には第三ベベルギヤが固定的に連結され、前
記第四チャンバの下側には第十二チャンバが設置され、前記第十二チャンバと前記第十チ
ャンバとが連通するように設置され、前記第十二チャンバと前記第四チャンバとの間の内
壁には第六回転軸が回転できるように設置され、前記第六回転軸が上下に伸びるように設
置され、前記第六回転軸の上方へ延びている部分が前記第四チャンバの中に伸びており、
また前記第六回転軸の上方へ延びている部分の頂面には第四ベベルギヤが固定的に連結さ
れ、前記第四ベベルギヤと前記第三ベベルギヤとが噛み合っている。
【００１２】
　さらなる技術プランには、前記第六回転軸の下方へ延びている部分が前記第十二チャン
バの中に伸びており、且つ前記第十二チャンバの底壁と回転できるように連結され、前記
第十二チャンバの右壁には固定板がスライドできるように設置され、前記固定板と前記第
六回転軸とがネジ山によって協働でき、前記固定板の左側面には第二モーターが固定的に
連結され、前記第二モーターの後側面には第二モーター軸が動力が伝達できるように連結
され、前記第二モーター軸が前記第十チャンバの中に伸びており、また前記第二モーター
軸の後側面には第一ギヤが固定的に連結され、前記第十チャンバの後壁には第七回転軸が
回転できるように設置され、前記第七回転軸の外周には第二ギヤが固定的に連結され、前
記第二ギヤと前記第一ギヤとが噛み合うことができ、前記スライド板の頂部壁にはラック
が固定的に連結され、前記スライド板の頂部壁に固定的に連結されたラックと前記第二ギ
ヤとが噛み合っており、前記第十チャンバの後壁には第八回転軸が回転できるように設置
され、前記第八回転軸が前記第七回転軸の上側に位置しており、前記第八回転軸の外周に
は第三ギヤが固定的に連結され、前記第三ギヤと前記第一ギヤとが噛み合うことができ、
前記第八回転軸と、前記第二回転軸と、左側に位置している第一回転軸との間は第三ベル
トが互いに装着されている。
【発明の効果】
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【００１３】
　本発明の有益な効果：本発明は各新たな住宅地又はビルなどに適用され、こういう場所
の内装の過程に生じたゴミを選別と回収でき、選別されたゴミは直接回収利用されること
ができ、ゴミを集めて埋める必要がなく、内装ゴミをむやみに捨てる現象を減少でき、ま
た現段階のゴミ分別の目標とより良く結合されることができ、資源の浪費を下げ、振動機
構は内装ゴミの中の沈泥と細かいゴミとを選別でき、磁気選別機構は磁性を持つ金属を選
別でき、収集機構は沈泥と細かいゴミとを水と混合して固定的に貯蔵することができ、収
集することに便利を与え、圧力かけ機構はゴミを塊状に押すことができ、貯蔵空間を省き
、砕き機構はゴミを砕くことができ、装置全体は複数のところが連動し、モーターの使用
数を減少し、効率的にコストを下げることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　下記に図１～３をあわせて本発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記
の方向を以下のように規定する：図１は本発明装置の正面図であり、以下に述べる上下左
右前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１５】
【図１】図１は本発明の内部全体構造略図
【図２】図２は本発明の中の第十チャンバの構造略図
【図３】図３は本発明の図１の中のＡの拡大略図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１～３を参照し、本発明の実施例の内装ゴミの分別と回収と総合利用環境保護装置は
、主体２３を含み、前記主体２３の中には上方に開口した第一チャンバ１１が設置され、
前記第一チャンバ１１の中には振動機構１０１が設置され、前記振動機構１０１は選別篩
１２を含み、前記選別篩１２は内装ゴミから沈泥と細かい粉塵ゴミを選別でき、前記第一
チャンバ１１の右側には第二チャンバ６０が設置され、前記第二チャンバ６０が前記第一
チャンバ１１と連通でき、前記第二チャンバ６０の中には砕き機構１０６が設置され、前
記砕き機構１０６は前記振動機構１０１によって選別された大型ゴミを砕くことができ、
前記第一チャンバ１１の下側には第三チャンバ５１が設置され、前記第三チャンバ５１と
前記第一チャンバ１１とが連通するように設置され、前記第三チャンバ５１と前記第二チ
ャンバ６０とが連通するように設置され、前記第三チャンバ５１の中には磁気選別機構１
０２が設置され、前記磁気選別機構１０２は砕かれたゴミに磁気選別処理を行え、ゴミの
中から磁性金属を選別でき、前記第二チャンバ６０の右側には第四チャンバ５７が設置さ
れ、前記第四チャンバ５７の中には調節機構１０５が設置され、前記調節機構１０５は前
記磁気選別機構１０２と前記砕き機構１０６とを制御して調節でき、前記第三チャンバ５
１の下側には第五チャンバ３４が設置され、前記第五チャンバ３４と前記第三チャンバ５
１とが連通でき、前記第五チャンバ３４の右側には第六チャンバ３９が設置され、前記第
六チャンバ３９が前記第五チャンバ３４と連通でき、前記第六チャンバ３９の中には収集
機構１０３が設置され、前記収集機構１０３は前記振動機構１０１によってろ過された沈
泥と粉塵ゴミとを加湿して貯蔵することができ、また前記砕き機構１０６によって砕かれ
た後に生じた細かいゴミも加湿して貯蔵し、前記第五チャンバ３４の下側には第七チャン
バ３１が設置され、前記第五チャンバ３４と前記第七チャンバ３１とが連通するように設
置され、前記第七チャンバ３１の中には圧力かけ機構１０４が設置され、前記圧力かけ機
構１０４は残ったゴミを塊状に押し出すことができ、収集することに便利を与える。
【００１７】
　また、一つの実施例の中に、前記振動機構１０１は前記選別篩１２を含み、前記選別篩
１２の中には篩孔７８が設置され、前記第一チャンバ１１の左側には第八チャンバ１３が
設置され、前記第八チャンバ１３と前記第一チャンバ１１とが連通するように設置され、
前記第八チャンバ１３の内壁には第一スライダ１５が上下にスライドできるように設置さ
れ、前記第一チャンバ１１の右壁には第二スライダ７５が上下にスライドするように設置
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され、前記第一チャンバ１１の後壁には第一水管７４が連結され、前記第一水管７４と外
部の水源とが連通しており、前記第一水管７４が前記第二スライダ７５の下側に位置して
おり、前記第一水管７４の左側面にはノズル７６が固定的に連結され、前記選別篩１２が
前記第二スライダ７５と前記第一スライダ１５と連結され、前記第一スライダ１５の底面
と前記第八チャンバ１３の底壁との間にはばね１６が装着され、前記第八チャンバ１３の
左側には第九チャンバ７７が設置され、前記第九チャンバ７７の左壁には第一モーター１
７が固定的に連結され、前記第一モーター１７の右側には第一モーター軸１８が動力が伝
達できるように設置され、前記第一モーター軸１８の右方へ伸びている部分が前記第九チ
ャンバ７７の右側内壁を貫通しており、且つ前記第八チャンバ１３の中に伸びており、ま
た前記第一モーター軸１８の右方へ伸びている部分の右側面には回転盤１４が固定的に連
結され、前記第一モーター１７の回転によって、前記第一モーター軸１８が回転でき、更
に前記回転盤１４を回転させて前記第一スライダ１５に圧力をかけ、それによって前記第
一スライダ１５を下方へスライドさせ、前記ばね１６が前記第一スライダ１５に振動効果
を達させることができ、それによって前記選別篩１２が振動効果を持ち、前記ノズル７６
が水を噴出させてゴミを加湿することができ、収集することに便利を与える。
【００１８】
　また、一つの実施例の中に、前記砕き機構１０６は前記第二チャンバ６０の後壁に回転
できるように設置された二つの第一回転軸６１を含み、二つの前記第一回転軸６１が左右
対称的に設置され、前記第一回転軸６１の外周にはいずれも砕き輪６２が固定的に連結さ
れ、前記砕き輪６２の外周にはいずれも均等的に配列されている六つの砕きカッター６３
が固定的に連結され、前記第二チャンバ６０の後側には第十チャンバ６４が設置され、二
つの前記第一回転軸６１が後方へ延びている部分が前記第二チャンバ６０の後壁を貫通し
ており、且つ前記第十チャンバ６４の中に伸び、また前記第一回転軸６１が後方へ延びて
いる部分の後側面にはいずれも第一ベルトプーリ７２が固定的に連結され、二つの前記第
一ベルトプーリ７２の間には第一ベルト７３が装着され、前記第一ベルト７３の伝動によ
って、二つの前記第一回転軸６１が回転し、更に前記砕き輪６２をいずれも回転させ、ゴ
ミを砕く効果を達する。
【００１９】
　また、一つの実施例の中に、前記磁気選別機構１０２は前記第三チャンバ５１の後壁に
回転できるように設置された第二回転軸４６を含み、前記第二回転軸４６の外周にはトラ
イアングル４７が固定的に連結され、前記トライアングル４７の底面には対称的に設置さ
れた三つの磁石４８が固定的に連結され、前記第二回転軸４６の後方へ延びている部分が
前記第三チャンバ５１の後壁を貫通しており、且つ前記第十チャンバ６４の中に伸び、前
記第三チャンバ５１の後壁の中には案内スライド溝４１が形成されており、前記案内スラ
イド溝４１と前記第十チャンバ６４とが連通するように設置され、前記案内スライド溝４
１の中にはスライドできるスライド板４２が左右にスライドできるように設置され、前記
スライド板４２が前記第三チャンバ５１と前記第五チャンバ３４とを連結して又は閉鎖す
ることができ、前記第二回転軸４６の回転によって、トライアングル４７を回転させ、ま
た前記磁石４８によって磁気選別効果を達することができる。
【００２０】
　また、一つの実施例の中に、前記圧力かけ機構１０４は前記第七チャンバ３１の前後壁
に左右にスライドできるように設置された第三スライダ３２を含み、前記第三スライダ３
２の左側面には第一ロッド３０が固定的に連結され、前記第七チャンバ３１と前記第九チ
ャンバ７７との間には第三回転軸２６が回転できるように設置され、前記第三回転軸２６
が上下に伸びるように設置され、前記第三回転軸２６の下方へ延びている部分が前記第七
チャンバ３１の中に伸び、また前記第三回転軸２６の下方へ延びている部分の底面には回
転盤２７が固定的に連結され、前記回転盤２７には第二ロッド２９がヒンジで連結され、
前記第二ロッド２９と前記第一ロッド３０とが互いにヒンジで連結され、前記第九チャン
バ７７の左壁には第四回転軸２１が回転できるように設置され、前記第四回転軸２１の外
周には第一ベベルギヤ２２が固定的に連結され、前記第三回転軸２６の上方へ延びている
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部分が前記第九チャンバ７７の中に伸び、また前記第三回転軸２６の上方へ延びている部
分の頂面には第二ベベルギヤ２５が固定的に連結され、前記第二ベベルギヤ２５と前記第
一ベベルギヤ２２とが噛み合っており、前記第四回転軸２１の外周には第二ベルトプーリ
２４が固定的に連結され、前記第二ベルトプーリ２４が前記第一ベベルギヤの右側に位置
しており、前記第九チャンバ７７の中に位置している前記第一モーター軸１８の外周には
第三ベルトプーリ１９が固定的に連結され、前記第三ベルトプーリ１９と前記第二ベルト
プーリ２４との間には第二ベルト２０が装着され、前記第一モーター軸１８の回転によっ
て、前記第二ベルト２０が伝動でき、それによって前記第四回転軸２１が回転し、更に前
記第三回転軸２６を回転させ、それによって前記第三スライダ３２が左右にスライドでき
、ゴミを塊状に押す効果を達し、収集することに便利を与える。
【００２１】
　また、一つの実施例の中に、前記収集機構１０３は前記第六チャンバ３９の後壁に回転
できるように設置された平板４０を含み、前記平板４０が前記第六チャンバ３９と前記第
五チャンバ３４とを連通して又は閉鎖することができ、前記第六チャンバ３９の後壁には
第五回転軸３６が回転できるように設置され、前記第五回転軸３６の外周には回転柱３７
が固定的に連結され、前記回転柱３７の外周には均等的に配列されている六つの軽量撹拌
羽根３８が固定的に連結され、前記第六チャンバ３９の右側には第二水管４９が連通して
おり、前記第二水管４９と外部の水源とが連通しており、前記第四回転軸２１の右方へ延
びている部分が前記第九チャンバ７７の右側内壁を貫通しており、且つ前記第五チャンバ
３４の中に伸び、また前記第四回転軸２１の右方へ延びている部分の右側面にはファン３
３が固定的に連結され、前記第四回転軸２１の回転によって、前記ファン３３が回転でき
、前記ファン３３の風力は前記平板４０を吹き動かし、また沈泥と軽量ゴミとを前記第六
チャンバ３９の中に吹き込み、前記第二水管４９によって前記第六チャンバ３９の中に水
を入らせ、ゴミを加湿し、収集することに便利を与え、前記ファン３３の風力及び前記第
二水管４９から流れ込んだ水によって前記軽量撹拌羽根３８を回転させ、ゴミを軽く撹拌
し、再び前記第六チャンバ３９を飛び出すことはしない。
【００２２】
　また、一つの実施例の中に、前記調節機構１０５は前記第四チャンバ５７の右側内壁の
中に回転できるように設置されたねじ山付きスリーブ５５を含み、前記ねじ山付きスリー
ブ５５が前記主体２３の外部まで延びており、また前記ねじ山付きスリーブ５５の右側面
にはハンドホイール５６が固定的に連結され、前記第四チャンバ５７の左側には第十一チ
ャンバ５３が設置され、前記第十一チャンバ５３と前記第四チャンバ５７とが連通するよ
うに設置され、前記ねじ山付きスリーブ５５の左方へ延びている部分が前記第四チャンバ
５７を貫通しており、且つ前記第十一チャンバ５３の中に伸びており、前記ねじ山付きス
リーブ５５が前記第十一チャンバ５３の内壁に回転できるように設置され、前記第十一チ
ャンバ５３の内壁には閉鎖ブロック５２が左右にスライドできるように設置され、前記閉
鎖ブロック５２が前記第一チャンバ１１と前記第二チャンバ６０とを連通して又は閉鎖す
ることができ、前記閉鎖ブロック５２の右側面には第一スクリュー５４が固定的に連結さ
れ、前記第一スクリュー５４と前記ねじ山付きスリーブ５５とがネジ山によって協働でき
、前記第四チャンバ５７の中に位置している前記ねじ山付きスリーブ５５の外周には第三
ベベルギヤ５８が固定的に連結され、前記第四チャンバ５７の下側には第十二チャンバ４
３が設置され、前記第十二チャンバ４３と前記第十チャンバ６４とが連通するように設置
され、前記第十二チャンバ４３と前記第四チャンバ５７との間の内壁には第六回転軸５０
が回転できるように設置され、前記第六回転軸５０が上下に伸びるように設置され、前記
第六回転軸５０の上方へ延びている部分が前記第四チャンバ５７の中に伸びており、また
前記第六回転軸５０の上方へ延びている部分の頂面には第四ベベルギヤ５９が固定的に連
結され、前記第四ベベルギヤ５９と前記第三ベベルギヤ５８とが噛み合っており、前記ハ
ンドホイール５６を手動で回転させることによって、前記ねじ山付きスリーブ５５が回転
し、それによって前記第一スクリュー５４が回転し、更に前記閉鎖ブロック５２を左右に
スライドさせ、前記ねじ山付きスリーブ５５の回転によって前記第六回転軸５０が回転で
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きる。
【００２３】
　また、一つの実施例の中に、前記第六回転軸５０の下方へ延びている部分が前記第十二
チャンバ４３の中に伸びており、且つ前記第十二チャンバ４３の底壁と回転できるように
連結され、前記第十二チャンバ４３の右壁には固定板４４がスライドできるように設置さ
れ、前記固定板４４と前記第六回転軸５０とがネジ山によって協働でき、前記固定板４４
の左側面には第二モーター４５が固定的に連結され、前記第二モーター４５の後側面には
第二モーター軸６５が動力が伝達できるように連結され、前記第二モーター軸６５が前記
第十チャンバ６４の中に伸びており、また前記第二モーター軸６５の後側面には第一ギヤ
６６が固定的に連結され、前記第十チャンバ６４の後壁には第七回転軸６７が回転できる
ように設置され、前記第七回転軸６７の外周には第二ギヤ６８が固定的に連結され、前記
第二ギヤ６８と前記第一ギヤ６６とが噛み合うことができ、前記スライド板４２の頂部壁
にはラックが固定的に連結され、前記スライド板４２の頂部壁に固定的に連結されたラッ
クと前記第二ギヤ６８とが噛み合っており、前記第十チャンバ６４の後壁には第八回転軸
６９が回転できるように設置され、前記第八回転軸６９が前記第七回転軸６７の上側に位
置しており、前記第八回転軸６９の外周には第三ギヤ７０が固定的に連結され、前記第三
ギヤ７０と前記第一ギヤ６６とが噛み合うことができ、前記第八回転軸６９と、前記第二
回転軸４６と、左側に位置している第一回転軸６１との間は第三ベルト７１が互いに装着
され、前記第六回転軸５０の回転によって、前記固定板４４が上下にスライドし、それに
よって前記第二モーター４５が上下に移動し、更に前記第一ギヤ６６をそれぞれ前記第二
ギヤ６８又は前記第三ギヤ７０と噛み合わせることができ、前記第二ギヤ６８が回転して
前記スライド板４２を左右にスライドさせることができ、前記第三ギヤ７０が回転して前
記第八回転軸６９を回転させることができ、更に第二回転軸４６と前記第一回転軸６１を
回転させることができる。
【００２４】
　使用の時、第一モーター１７を始動し、第一モーター軸１８を回転させることができ、
それによって回転盤１４が回転し、更に前記第一スライダ１５を上下に振動させることが
でき、それによって選別篩１２が上下に振動し、第一モーター軸１８が回転して第二ベル
ト２０を伝動させ、第四回転軸２１を回転させ、それによってファン３３が回転し、ファ
ン３３によって平板４０を開け、第二水管４９の中に水を注ぎ、第二モーター４５を始動
し、スライド板４２を右方へ移動させて開け、この時に第一チャンバ１１の中にゴミを入
れ、ゴミは選別篩１２の振動によって沈泥と細かいゴミとを選別し、こういうゴミはファ
ン３３によって第六チャンバ３９の中に吹き込まれ、軽量撹拌羽根３８と水との撹拌作用
の下で、ゴミを第六チャンバ３９の中に収集されることができ、この時に第二モーター４
５を逆方向に回転させてスライド板４２を閉めてからハンドホイール５６を回してねじ山
付きスリーブ５５を回転連動させ、閉鎖ブロック５２を開けることができ、ほかのゴミは
第二チャンバ６０の中に落ち、ねじ山付きスリーブ５５が回転して第六回転軸５０を回転
させ、更に固定板４４を上方へスライドさせることができ、それによって第二モーター４
５が上方へ移動し、第一ギヤ６６と第三ギヤ７０とが噛み合い、それによって第二回転軸
４６と二つの第一回転軸６１とが回転し、第一回転軸６１が砕かれるゴミを回転させ、第
二回転軸４６が磁気選別できるゴミを回転させ、完成した後にハンドホイール５６を逆方
向に回し、第一ギヤ６６と第二ギヤ６８とを噛み合わせ、また第二モーター４５を正方向
に回転させ、スライド板４２が開けられ、ゴミは第七チャンバ３１の中に落ち、第四回転
軸２１が回転して第三回転軸２６を回転させることができ、更に第三スライダ３２を左右
にスライドさせることができ、それによってゴミを塊状に押しだすことができる。
【００２５】
　本発明の有益な効果：本発明は各新たな住宅地又はビルなどに適用され、こういう場所
の内装の過程に生じたゴミを選別と回収でき、選別されたゴミは直接回収利用されること
ができ、ゴミを集めて埋める必要がなく、内装ゴミをむやみに捨てる現象を減少でき、ま
た現段階のゴミ分別の目標とより良く結合されることができ、資源の浪費を下げ、振動機
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構は内装ゴミの中の沈泥と細かいゴミとを選別でき、磁気選別機構は磁性を持つ金属を選
別でき、収集機構は沈泥と細かいゴミとを水と混合して固定的に貯蔵することができ、収
集することに便利を与え、圧力かけ機構はゴミを塊状に押すことができ、貯蔵空間を省き
、砕き機構はゴミを砕くことができ、装置全体は複数のところが連動し、モーターの使用
数を減少し、効率的にコストを下げることができる。
【００２６】
　当業者は明確できるのは、本出願の総体精神及び構想から離脱しない限り、上記実施例
に各種の変型を行うことができる。それらの変型はいずれも本出願の保護範囲中にカバー
すべきである。
　
　
　
【要約】
【課題】本発明は内装ゴミの分別と回収と総合利用環境保護装置を開示した。
【解決手段】
主体を含み、前記主体の中には上方に開口した選別チャンバが設置され、前記選別チャン
バの中には振動機構が設置され、前記振動機構は選別篩を含み、前記選別篩は内装ゴミか
ら沈泥と細かい粉塵ゴミを選別ろ過でき、前記選別チャンバの右側には砕きチャンバが設
置され、前記砕きチャンバが前記選別チャンバと連通でき、前記砕きチャンバの中には砕
き機構が設置され、本発明は各新たな住宅地又はビルなどに適用され、こういう場所の内
装の過程に生じたゴミを選別と回収でき、選別されたゴミは直接回収利用されることがで
き、ゴミを集めて埋める必要がなく、内装ゴミをむやみに捨てる現象を減少でき、また現
段階のゴミ分別の目標とより良く結合されることができる。
【選択図】図１

【図１】 【図２】

【図３】
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